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平 成 ３ ０ 年 第 ３ 回 岩 泉 町 議 会 定 例 会 

条 例 補 正 予 算 等 審 査 特 別 委 員 会 

 

 

 委 員 会 日 程（第１号） 
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６．閉  会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 5 - 

                                           

    ◎開会の宣告 

〇年長委員（三田地和彦君） ただいまから条例補正予算等審査特別委員会を開会いたします。 

  ただいまの出席委員は 13 人です。定足数に達していますので、会議は成立いたしました。 

                                  （午前１０時００分） 

                                           

    ◎委員長の互選 

〇年長委員（三田地和彦君） これより委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。委員長の互選については本職より指名したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇年長委員（三田地和彦君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本職より指名することに決定しました。 

  本委員会の委員長には、６番、林﨑竟次郎委員を指名いたします。 

  林﨑竟次郎委員長と委員長を交代いたします。 

  ご協力ありがとうございました。 

          〔委員長の交代〕 

                                           

    ◎委員長の挨拶 

〇委員長（林﨑竟次郎君） おはようございます。ただいまご指名をいただきました林﨑竟次郎で

ございます。ふなれではありますが、任を全うすべく全力投球をします。皆様にも町民の暮らし

と福祉の向上のために活発な議論をお願いします。 

                                           

    ◎副委員長の互選 

〇委員長（林﨑竟次郎君） これより副委員長の互選を行います。 

  お諮りします。副委員長の互選については、本職より指名したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 
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〇委員長（林﨑竟次郎君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本職より指名することに決定いたしました。 

  副委員長には、12 番、三田地泰正委員を指名します。 

                                           

    ◎上下水道課長の発言 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ここで、発言の申し出がありますので、これを許可します。 

  三田地上下水道課長。 

〇上下水道課長（三田地 健君） おはようございます。上下水道課です。本年４月から水道施設

の災害復旧事業で、盛岡市から派遣ということで来ていただいておりました大石智久さんですが、

９月 30 日で任期満了となりまして、もとの職場である盛岡市に戻られることになりましたので、

ここで報告と本人からの挨拶をさせていただくことになります。 

  なお、10 月からは別な方に来ていただくことになっていることを申し添えます。 

  では、挨拶をお願いします。 

〇上下水道課主任（大石智久君） お世話になっております。上下水道課の大石でございます。私

は、盛岡市からの派遣ということで４月から９月までの半年間、役場上下水道課でお世話になっ

ております。 

  担当業務なのですけれども、水道施設の災害復旧工事ということで、私は台風直後から盛岡市

からの応援ということで岩泉町さんでお世話になっておりまして、そのときからの強い思い入れ

というものがありまして、今回半年間そういった思いを糧に仕事に臨むことができたのではない

かなと思っております。本当に貴重な体験をさせていただいたなと感謝しております。 

  また、岩泉町役場の皆さんと過ごす時間というのは、本当に非常に楽しいものでして、楽しい

時間を過ごさせていただいたなと思っておりまして、ここでよい関係を築くことができたという

のは、今後自分の人生の中で大きな財産になるのではないかなと思っております。そういったこ

とも、岩泉町役場の皆さんを初め町民の皆さん、議会議員の皆様のお力添えがあったからだと思

っております。半年間、大変ありがとうございました。 

〇上下水道課長（三田地 健君） 以上です。どうもありがとうございました。 

                                           

    ◎議案第１号 岩泉町国民保護協議会条例の一部を改正する条例について 
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〇委員長（林﨑竟次郎君） これより審査に入ります。 

  議案第１号 岩泉町国民保護協議会条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） おはようございます。それでは、議案第１号 岩泉町国民保護協議会

条例の一部を改正する条例についてご説明をさせていただきます。 

  この条例につきましては、７月、危機管理課の設置に伴いまして所要の整備を図るものでござ

います。 

  最後のページの新旧対照表をごらん願いたいと存じます。第７条で、協議会の庶務を総務課に

おいて処理する部分を危機管理課において処理をするということとするものでございます。 

  この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

  ご審査のほどよろしくお願いをいたします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これより質疑に入りますが、会議録調製の関係から、課長等以外が答弁する場合には総括室長

あるいは室長などから答弁させる旨申し出て、委員長の許可を得てから発言するよう、またマイ

クを持って発言するようにご協力お願いします。 

  次に、委員の皆様に申し上げますが、説明者に対する質疑はなるべく簡単明瞭にお願いします。

会議録調製の都合から、発言の際は議席番号を言ってから発言をお願いします。 

  また、携帯電話をお持ちの方は、電源を切るかマナーモードに切りかえるようお願いします。 

  暑い方は上着を脱いでください。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ７番、坂本委員。 

〇委員（坂本 昇君） おはようございます。それでは、国民保護協議会条例の関係ですが、この

ほかに総務課で今まで扱っていた協議会等で、危機管理課に移管するような項目はありますか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） 例規の部分につきまして、これで 100％だと思っております。よろし

くお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ７番、坂本委員。 
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〇委員（坂本 昇君） この協議会の部分で、総務課から危機管理課に行く特筆的なことはありま

すか。総務課で処理していたのと、どうしてもこれが危機管理課に行かなければならないという

か、そっちのほうの特筆すべきことがありましたらお知らせください。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） ご存じのとおり総務課で危機管理課が持っていた部分、防災対策室の

部分を持っておりましたので、それがそのままスライドするということで、今までと何ら変わら

ないということでございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ほかに質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第１号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第１号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

                                           

    ◎議案第１７号 権利の放棄に関し議決を求めることについて 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 次に、議案第 17 号 権利の放棄に関し議決を求めることについてを議

題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） それでは、議案第 17 号 権利の放棄に関し議決を求めることに

ついてをこれまでの経過を含めご説明申し上げます。 

  この権利の放棄につきましては、しいたけ主産地形成促進事業費補助金を交付していた相手方

におきまして、破産法の規定に基づく免責が盛岡地方裁判所宮古支部より平成 29 年４月 27 日付
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で決定されたことから、権利を放棄しようとするものでありますが、平成 29 年４月 27 日の免責

決定後、直ちに権利放棄の議案を提案しなかったのは、同じく権利を有し、その回収においても

情報を共有していた株式会社岩泉きのこ産業が債権放棄の処分を会計年度翌年の株主総会におい

て説明し、承認がされた後でなければ町は債権を放棄すべきではないとの判断によるものでござ

います。このことから、本年５月の株主総会後となります本議会の提案となったものでございま

す。 

  続いて、これまでの経過についてご説明させていただきます。町では、平成 16 年度から平成

23 年度において菌床シイタケ栽培による定住化を図るため、同補助金を交付しながらシイタケの

主産地化を推進すべくＩＪＵターン者６名、町民３名の合計９名の方が補助金を活用して栽培施

設整備を行い、新規に菌床シイタケ栽培を始めました。平成 18 年の菌床シイタケの発生不良の問

題に端を発した債務の拡大により、やむなく事業の継続を諦める生産者が生じることとなりまし

た。 

  町のしいたけ主産地形成促進事業費補助金交付要綱では、正当な理由によることなく事業着手

後５年以内に事業を休止し、または廃止した場合においては、補助金交付の決定の取り消しがで

きることと規定しているところであり、これに該当する生産者２名に対し、町では平成 22 年度に

おいてしいたけ主産地形成促進事業費補助金の一部返還を請求していたものでございます。この

２名のうち１名は支払いに応じ、完納しておりますが、今般の相手方については破産による免責

が決定されるまで支払いに応じてもらえなかったものでございます。 

  以上が債権放棄に関する説明となります。ご審査のほどよろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、補足事項の説明をさせていただきます。補足事項といたしまして、岩泉きのこ産

業の債権に関する状況についてもご説明させていただきます。岩泉きのこ産業においても、同様

に新規に栽培を始めた生産者への菌床ほだ代金の債権を持っております。４名でありました対象

者は、今回の相手方を含めまして破産法の免責が決定した２名が岩泉きのこ産業の 29 年度会計に

おいて貸し倒れ損失処理がされましたので、現在残りの２名となっております。貸倒引当金へ

2,529 万円を計上し、引き続き分納による回収を継続しておりますことを補足説明させていただ

きます。 

  以上でございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 提案理由の説明が終わりました。 
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  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ２番、畠山委員。 

〇委員（畠山和英君） こまいことでありますけれども、今詳細に説明がありましたので、これで

わかるわけでありますが、この補助金、しいたけ主産地形成促進事業費、これは県費は入ってい

ないのでしょうか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） そのとおり県費のほうは入ってございません。町の単独費とい

うことになっています。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 畠山委員。 

〇委員（畠山和英君） あと、きのこ産業のほうの債権についても説明がありました。４名ほどあ

って、２名が今この人を含めて終わっているということでありまして、そのほかの２名の方が今

2,500万円余の金額の債権を返しているということでありますが、順調に分納と申しましょうか、

返還しているものでしょうか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） 佐々木総括室長、答弁。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木総括室長。 

〇農林水産課総括室長（佐々木忠明君） 残り２名の売掛金をお持ちの２人でございますけれども、

きのこ産業のほうでその方たちと面談をいたしまして、毎年、あとは毎月という形で分納をして

いるところでございます。今のところは、滞納等なく順調に返済をしているところでございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 12 番、三田地委員。 

〇委員（三田地泰正君） この菌床シイタケの主産地形成ということで、町主導型で公募をして町

の定住化の一環ということで進めたわけですが、残念ながらきょうの議案のような結果で、当初

の目的が達成できなかったと。私からいえば、まさにシイタケ主産地形成の定住化の失敗ではな

かろうかというふうに今思うわけでございますが、このような事態に至った大きな原因は何だと

町は考えておるのか、お考えをお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） 本件の関係につきましては、これまでも議会のほうには随時説

明をしてきたところではございます。現在のところ、私もこれまでのことにつきましていろいろ
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総括しますと、今回の債権の放棄に至った後は、Ｕターン者、定住ができなかったことにつきま

しては、そのとおりの結果と私も受けとめてございます。キノコ栽培による定住を目的としたわ

けでございますけれども、大きな原因となったのは平成 19 年の発生不良が一番大きい問題ではな

かったのかなというふうに感じているところではございますが、その後におきまして栽培できる

ような環境にもなったということで、町といたしましても継続的な栽培に向けて努力してきたと

ころでございますけれども、何分菌床のほだの経費等が大きな生産原価でございますので、経営

される皆さんにおいてはそちらのほうの負担がかなり大きかったのかなというふうに感じてござ

います。 

  以上でございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 三田地委員。 

〇委員（三田地泰正君） 確かにご案内のように菌床の発生不良で、大問題で裁判、訴訟までも行

ったような経過があるわけですが、こういうことを踏まえてきのこ産業の幹部と話をした中で、

まだまだ菌床の需要はあって、いわゆる生産量が足りないというような話も聞いた中で、改めて

本当に主産地化を目指す意味で、再度こういう主産地形成で公募を募ってやる気があるのかない

のか、それとも今やられているきのこ産業、そしてまた町の森林組合がやられておるような状態

で進めるのか、その見通しについてお伺いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） ご答弁申し上げます。 

  ご質問の内容でございますけれども、継続してシイタケの産地としての地位の確立については、

岩泉きのこ産業の栽培事業を当課でも支援しながら、相互に取り組んでまいりたいと思っている

ところでございますが、新たな新規就業による栽培につきましては、現在のところ考えてはおり

ません。当面はきのこ産業様の経営改善等をまず進めていくべきものというふうに認識してござ

います。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ８番、三田地委員。 

〇委員（三田地和彦君） まず、この事業は町のほうで誘致というような格好でやったわけなので

すが、それで始める前に着手から５年に満たない場合は、この補助金は返さなければならないと。

実際に着手するとき、既にこの方にこの旨も通知していたのかどうか、そこら辺をご答弁お願い

します。 
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〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） 補助金を交付する際に、補助金の交付契約書を締結いたします。

その契約書の内容にこういった旨の条項がございますので、双方その内容を確認しながら契約と

いうことを踏んでおりますので、そういうふうに私どもは認識してございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 三田地委員。 

〇委員（三田地和彦君） 契約書、重要な点は、これは説明しなければならないと思います。とい

うことは、これからも入ってくるわけなのですが、いろいろ貸し付けに関しては、我々も漁業関

係でも補助金等ではかなり痛みをこうむっております。ですから、この契約書の中には盛り込ま

れているというのは、そのとおりでございます。これは、契約者が読むのはみんな全部同じでご

ざいますけれども、そこら辺のあれをしっかり、またあとはそれに関して、補助金とかこういう

トラブルが発生した場合に何か裏づけをとっておかないと、きのうもやった住宅の関係であれば、

今は保証人というのはなかなかいなくて、団信保険というような格好で金を払ってバックアップ

を受けるわけですが、そういうふうな格好の裏を何かやっていかないと、これからはこういうの

が出てくる可能性があるのではないかなと心配いたしますが、その点のお考えをご答弁お願いし

ます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） 答弁させていただきます。 

  補助金等の今のご質問につきましては、当課の関係のみならず、全庁的な内容かなというふう

に思われますので、内部で検討の上、対応する形になるのかなというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 定住化について、政策推進課長から答弁ありますか。 

〇政策推進課長（三浦英二君） 特にありません。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） わかりました。 

  そのほか質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 
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〇委員長（林﨑竟次郎君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第 17 号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第 17 号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

                                           

    ◎議案第２号 平成３０年度岩泉町一般会計補正予算（第２号） 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 次に、議案第２号 平成 30 年度岩泉町一般会計補正予算（第２号）を

議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） 議案第２号 平成 30 年度岩泉町一般会計補正予算（第２号）について

ご説明をさせていただきます。 

  今回の補正につきましては、台風災害関連予算、また緊急的に必要な予算を計上させていただ

いたところでございます。 

  それでは、歳出から主なものについてご説明をさせていただきます。11 ページをお開き願いま

す。２款１項１目 25 節の積立金で財政調整基金積立金２億 3,300 万 3,000 円を計上させていただ

いております。これは、ルール分としまして前年繰越金の２分の１、４億 6,600 万 5,000 円の２

分の１を計上させていただいたものでございます。さらに、公共施設等整備基金積立金２億9,678万

1,000 円につきましては調整額でございます。 

  その下、一番下でございますけれども、11 目の 13 節委託料で安家地区複合施設設計委託料を

5,402 万 6,000 円計上させていただいております。これは、台風で被災をした安家支所等の設計

をするものでございます。 

  次に、13 ページをお願いいたします。４款１項６目環境衛生費の 19 節で飲料水個人施設災害

復旧補助金 1,260 万円を計上させていただいております。これは、台風で被災した飲料施設７件

分でございます。 

  次に、14 ページ、次のページをお開き願います。７款２項２目道路維持費で 19 節に生活道整
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備事業補助金 3,255 万 5,000 円を計上させていただいておりますけれども、これは生活橋９橋分

を見込んでいるところでございます。 

  ３目道路新設改良費では、安家川河川災害復旧等関連緊急事業負担金 5,280 万円を計上させて

いただいておりますが、これは一昨日の全員協議会でも説明をさせていただきましたけれども、

橋梁を拡幅する部分の負担金でございます。 

  それでは、歳入をお願いいたします。９ページにお戻り願います。18 款１項１目の繰越金で前

年度繰越金４億 6,600 万 3,000 円を計上させていただいております。 

  その下、一番下の欄ですけれども、19 款４項４目雑入でございますけれども、公共建物共済金

等５億 2,582 万 7,000 円、これは乳業の保険金の歳入でございます。 

  次に、４ページにお戻りを願います。第２表で、債務負担行為の補正をお願いしております。

変更で、補正後、期間としまして 44 年度まで延長で、融資総額を 3,500 万円にかえるものでござ

います。 

  次のページの第３表でございますが、地方債補正でございます。補正後の限度額を16億4,670万

とするものでございます。 

  以上でございます。ご審査のほどよろしくお願いをいたします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 提案理由の説明が終わりました。 

  お諮りします。審査の順序ですが、慣例により歳出から目ごとに、その後歳入を項ごとに審査

したいと思います。これにご異議はありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 異議なしと認めます。 

  したがって、歳出から目ごとに、その後歳入を項ごとに審査することに決定しました。 

  11 ページをお開きください。これから質疑を行います。２款総務費、１項総務管理費、１目一

般管理費、質疑はありませんか。 

  ２番、畠山委員。 

〇委員（畠山和英君） こまいことでありますけれども、ちょっとこの内容わからないところがあ

りますので、ご説明していただければと思います。 

  まず、負担金が交付金にかわっているがための今回の補正でありますけれども、ちょっと勉強

不足で済みません。これは何のためにかえているのか。 
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  それから、社会保障・税番号制度、このシステムを、国のシステムかと思いますけれども、こ

の内容、なぜ町が交付金を支払うのか、これについてお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） 小成室長。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 小成室長、お願いします。 

〇行政情報室長（小成 健君） お答えします。 

  本件の社会保障・税番号制度システム利用についてですけれども、この社会保障・税番号制度

システム利用交付金ですけれども、番号制度の対応システム構築のうち、個別の自治体で整備す

ることが難しい規模のシステムを全体として一括構築したほうが効率的である部分について、地

方公共団体情報システム機構という国の外郭団体が一括で構築しております。係る費用について、

毎年の維持費用は参加団体が負担金として毎年納めているのですけれども、これについて負担金

で予算措置しておりましたが、今年度の利用分から交付金で請求するという通知がありましたの

で、今回補正予算で組み替えているものであります。この係る財源については、全額国庫で交付

税措置されているということになっております。これは番号制度の個人番号のやりとりをするシ

ステムなのですけれども、一応これを利用することによって、各自治体間のデータのやりとりを

岩泉町も一緒にやれるというような仕組みになっているものでございます。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 畠山委員。 

〇委員（畠山和英君） この番号制度で、国の事務というか、国でやるもののうちで、地方自治体

のやる事業があるので、ちょっとくどくなって済みません。その分があるので、交付金として町

が出すということ。済みません。再確認です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 小成室長。 

〇行政情報室長（小成 健君） 基本的に、この番号制度の仕組みなのですけれども、各自治体が

それぞれ運用してくださいねという法になっておりますけれども、実際この制度を見ていけば、

各個別の自治体でその制度を構築するのも不可能なような仕組みになっていまして、結果総務省

の外郭団体が一括でやって、国は各自治体がやれよと言っているので、そこに対して交付税措置

して予算を措置して、各自治体が運営団体に利用料を払うというような仕組みになっているもの

であります。 
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〇委員長（林﨑竟次郎君） 12 番、三田地委員。 

〇委員（三田地泰正君） 利用者負担があって、交付金がなくなったと。早い話が、いわゆる背番

号制度だか、利用者が私はなかったのかなというふうに理解しているのですが、実際はあるわけ。

その内容について。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 三浦課長。 

〇政策推進課長（三浦英二君） 今委員のお話の中で、背番号制というご発言もありましたけれど

も、いずれ個人番号でございます。これは国のほうで制度としてやるということで、我々にもう

既に番号が付されておりますので、表立った目立った利用というのは目に見えない部分もあるわ

けでございますけれども、例えば株式の分ですとか、あるいは私たちが住民票なり、戸籍謄本な

りなんなりをとるときには、こういった個人番号、これが義務的に提示をしなければならないと

いうようなこともございますので、これは実質的に制度として国のほうでは既に運用をされてお

り、我々もそれに伴ってこの制度は活用していかなければならないというような状況でございま

す。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 三田地委員。 

〇委員（三田地泰正君） それで、実際このいわゆる背番号制度、利用の状況はどうなのかと。た

だ考えれば、なかったのではなかろうかというふうに私は見たのですが、あるのかないのか、そ

の中身について説明をお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 三上町民課長。 

〇町民課長（三上久人君） 町民課は、個人番号というかマイナンバーカード、それの発行状況の

担当をしているものですけれども、それについては、ちょっと今正確な数値は把握しておりませ

んが、写真つきのマイナンバー発行している状況がございます。 

  あと、マイナンバーを活用して他市町村の税情報とか、その辺のやりとりも実際やっていると

伺ってございますので、活用はされているかと思っております。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 三田地委員。 

〇委員（三田地泰正君） 実際は、聞けば利用されているわけだ。そして、ここの利用者負担とい

うのがゼロということは、誰かが負担しているわけ。使ったらば、当たり前に交付金を受けたら

いいのではないかというような感じが私はするわけだが、その仕組みわからないので、あったら

あったで、おかしいのではないかなというような、私は今単純に考えて、もう一回説明をお願い
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します。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 三浦政策推進課長。 

〇政策推進課長（三浦英二君） これは、このシステムを各自治体が利用しているという利用者負

担で、これも国の取り決めの中で、こういった格好で国の外郭団体に各市町村では出してくださ

いと。さらに、国のほうでは特別交付税措置で裏はつけますよということでの仕組みの話でござ

います。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。３目財政管理費。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。６目企画費。 

  10 番、合砂委員。 

〇委員（合砂丈司君） 企画費の 15 節でお聞きします。 

  工事請負費ですが、安家日蔭先行取得用地残存建物等解体撤去工事ですが、その残存建物とい

う意味はわかるのですが、これは場所はどこで、どの周辺を解体するのかお聞きします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木地域整備課長。 

〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） この 15 節の安家日蔭先行取得用地残存建物等解体撤

去工事につきましてですが、これは今の支所の上流部、日蔭のほうの上流部になります。これは

先行しまして、複合施設であったり、そういう関係で取得した用地なのですけれども、その部分

にある建物、古い建物が上流側にございますけれども、その部分を先行して取得しているのです

が、県のほうで河川改修等で使用するということで、補償物件として、これは補償費の歳入が入

ってくる分でございます。その分を町のほうで古い建物を解体して更地にした上で、県のほうか

ら補償費が入ってくるということで、その解体撤去については町のほうがしなければならないの

で、それについての歳出ということになります。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 10 番。 

〇委員（合砂丈司君） これは、河川改修だけではなくて、これから計画している安家地区の複合

施設の部分にも入る用地ですか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木課長。 

〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） この用地を取得した中で、県の河川改修に係る分も
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ございますが、残地が約 1,500 平米ぐらい残る予定になっております。その土地につきましては、

町の今度できる複合施設用地として活用するという予定になっております。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。10 目諸費。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ここで新規事業の説明を求めます。 

  應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） それでは、新規事業等の概要を説明させていただきます。 

  １ページをお開き願います。２款１項 11 目でございます。事業名が安家地区複合施設整備事業

でございまして、実施主体は岩泉町。目的としましては、安家川河川改修に伴い、移転が必要に

なりました安家支所等町有施設について、機能を集約し、あわせて防災面等の機能を備えた複合

施設として移転整備をするというものでございまして、今回の補正は設計委託料でございますけ

れども、施設の概要としましては安家支所庁舎、消防屯所、診療所、集会施設、備蓄倉庫、トイ

レ、ロビー等でございます。床面積は約 900 平方メートル、構造は木造の平家建てを予定してご

ざいます。 

  スケジュール感としましては、本年度設計をいたしまして、来年度に既存施設の解体工事、そ

れから複合施設の整備工事を実施したいと考えてございます。 

  工事費、概算額でございますけれども、建築、造成、解体含めまして５億 6,000 万円ほどと見

込んでございます。先ほど申し上げましたけれども、今年度は設計委託料として 5,402 万 6,000 円

を見込むものでございます。 

  事業費の内訳でございますけれども、財源は地方債 2,960 万円、一般財源で 2,443 万 6,000 円

を予定してございます。 

  以上でございます。よろしくご審査のほどお願いいたします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 説明が終わりました。 

  11 目安家地区複合施設整備事業費に入ります。質疑はありませんか。 

  13 番、野舘委員。 

〇委員（野舘泰喜君） ここまで持ってきていただいたのは、個人的にはスピードとして非常に感

心しております。ご苦労さまでございました。 
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  それで、この中でぜひとも考え方をお聞きしておきたいのは、今度の河川改修で安家にあるあ

る商店が立ち退きになります。それで、これからの人口推移等を考えると、新たに店をつくって

営業していくことは非常に厳しいものがあるのではなかろうかという思いを持っております。そ

れで、小本の駅舎のような形で、今度の複合施設の整備計画の中にテナント用としてのスペース

を盛り込むべきではないかと思うのですが、その考え方についてどのように思われますか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） 安家の店舗につきましては、現在も用地交渉とか、現地に入る中で、

そういった話も、移転について伺ってございます。現在独自で店舗を展開するというようなお話

も聞いてございます。個人でございますので、どこまで行政がかかわれるのかというのも含めて、

これから設計の段階で地域にも入っていきますので、その辺も含めて、できるかできないかも含

めて、今後調査研究をしてまいりたいなと思います。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 野舘委員。 

〇委員（野舘泰喜君） あくまでも個人に提供するということはできないと思いますので、小本の

駅舎のような方式で入れることは多分可能だと思います。それとあわせて、安家の産直施設をこ

の複合施設と絡めた中でどのようにお考えなのか。全く複合施設とかけ離して考えるよりも、む

しろ関連させていったほうがこれからの人口減少等を考えると有効ではなかろうかという思いで

質問いたします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） 産直施設に関しましては、関係課でも再三にわたり協議をいたしまし

た。どの場所がいいのか、そして産直施設ですから、とかく人が集まる場所という視点もござい

ます。物理的な部分でいけば、現在のスペースで産直施設を入れるのは厳しいのではないかなと、

そういう認識をしてございます。 

  また、通りからは離れる位置でございますので、産直施設と言いながらも、本当に地元がター

ゲットになってしまうような部分もございますので、今の時点では産直と複合施設は分けて考え

てございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 10 番、合砂委員。 

〇委員（合砂丈司君） 今の質問の関連ですが、さっき新規事業の説明ありました。アからカまで、

５億 6,000 万円、かなりの金額だと思っています。それで、構造は木造平家建てとなっておりま
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すが、例えば消防屯所も入ると。一部でも２階建ても計画すべきではなかったかと思うのですが、

例えば消防団員の方が仮眠とか休む場所とか、そういうのも２階とか、そういうところにあって

もよかったのではないかと思うのですが、その辺の検討はなされたのかどうか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 應家課長。 

〇総務課長（應家義政君） 先ほど説明をいたしました木造平家建てというのは、基本的な考え方

としてそういった部分をご説明をさせていただきました。一部２階建て等々につきましては、こ

こは防災拠点施設も兼ねるというような形もありますので、どういった形がいいのか、それは今

後詰めてまいりたいなと考えてございます。 

  ただ、基本的には高齢化が進んでいるという視点もございまして、まずは木造の平家建てとい

う方向で進んでいきたいと考えております。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 合砂委員。 

〇委員（合砂丈司君） 先ほど産直施設の関連もありましたけれども、前にも産直施設、今は流さ

れてなくなったのだけれども、やっぱり住民の意見ももうちょっと考えて、利便性を考えて、つ

くっていただきたいと思います。特に高齢化していますと、バスで来て、待合室がなかったり、

そういうこともあります。そういうことも住民の皆さんの意見を特に聞いてつくっていただきた

いと思います。それについて、答弁ありましたらお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） 設計も基本的な部分も、あらあらの部分ができましたらば、地域に入

りましていろいろご意見をお聞きしながら、この施設はつくってまいりたいと考えております。

その中でも、やはり利便性というのは重要な部分であると考えてございますので、その辺も含め、

住民と意見を交換しながら、よりよい施設をつくってまいりたいと考えております。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 13 番、野舘委員。 

〇委員（野舘泰喜君） 施設の概要から見ると、本当に安家で、言ってみれば最後の大工事だとい

う印象を受けております。そこで、何といっても歴史的にも古い安家で、これから人も減ってい

くと、そういう状況の中で、ぜひともこの設計に思い切りこだわっていただきたいという強い要

望をしておきたいと思います。本当にこの安家にふさわしい、そしてまた外から来た人が「ほう」

という声を出せるような、そのぐらいまでにこだわった建築をするべきだと思います。実は、町

長の地元でございます。中居町長のシンボリックな建築を期待いたします。 
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〇委員長（林﨑竟次郎君） 要望でいいですか。 

〇委員（野舘泰喜君） 要望でいいです。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ５番、三田地委員。 

〇委員（三田地久志君） 同僚委員が産直のことも話をしておりますが、私も同様にロビーなりな

んなりに、いわゆる買い物難民を防いでいったりするためには、あるいは小袋の種を畑にまいて、

余った分を野菜だけでも販売する台を設けてあげて、幾らかでも生きがい対策、そしてその消費

のためにもつくれなくなった人はそこから買えばいいというようなことを構築していく必要があ

るのではないかと。外からだけのお客さんが産直ではではないと。当然地元に住んでいる人たち

もつくれる人もいれば、つくれない人もいると。その対応も、これからは視点に入れて考えなけ

ればいけないと。もしその公共施設の中でやれないのであれば、例えば郵便局のほうにそういう

ことを行政として働きかけることも可能だろうし、あるいは個人商店が再開するのであれば、イ

ンストアで、そこに皆さんが持ち込んで、お互いに交流をするというような場を絶対これからは

つくっていかなければ、交流の場がなくなってしまって、非常にそれこそ孤独のままで、１日誰

とも話をしないというようなことにもなりかねませんから、そういう視点でもこの複合施設が有

効に使えるような仕組みをぜひつくるべきだと思いますが、いかがでしょうか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） 委員ご指摘のとおり、まさに複合施設は人が集まる場所ということで、

安家地区の中心的な建物を考えてございます。災害時も考えまして、ロビー等につきましても広

目に設計をしたいなということで考えてございます。ですので、運用の中でそういった形ができ

るのかできないのか。できる方向で前向きに進めていきたいなと思います。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 12 番、三田地委員。 

〇委員（三田地泰正君） この複合施設は、概略設計のようですが、いわゆる備品は含まれてない

ように見るわけですが、防災面を強調している建物であれば、今あらゆるところで災害が起きて

いるわけですが、停電の際の自家発電ぐらいは、やはり当初設計から私は頭に置いて、設置場所

から何から、後から変更するのではなくて、そういう場所も確保しながら、もう当初の設計から、

私は考えるべきだと思うのですが、いかがですか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） 委員ご指摘のとおり、防災施設ということで、やはり電源必要でござ
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います。この工事費の中には、それも見込みながら考えてございます。表現的にはございません

けれども、入れての金額ということでお願いをいたします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 12 番、三田地委員。 

〇委員（三田地泰正君） やっぱり大事なことはちゃんと書いたほうがいいと思います。 

  それから、この施設にはないわけですが、今委員のほうから産直のことまで話があったのです

が、いろいろな思いがあって皆さんが発言していると思うのですが、産直施設の商品なりメニュ

ーは、確かにこの地元の皆さんの声を聞いてやるべきだと思うのですが、場所についてはやっぱ

り利用者の利便性を考えて、そういう配慮が私は必要だと思うのです。前につくるときも、私は

岩久線の国道沿いがいいのではないかというような話もしたのですが、やはり何とかこの引っ込

みというか、入っていけばいくほどなかなか客も寄りづらいような感じがするのです。２回言い

ますが、商品なりメニューは地元の声を聞くのは、これは当たり前。そして、場所はやっぱり利

用者の利便性です。私はそれが大事だと思うので、これにはないのですが、今話が出たついでに

言わせてもらいますが、頭に置きながら担当課では検討していただきたい。よろしくお願いしま

す。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 要望ですね。 

〇委員（三田地泰正君） はい。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ３番、小松委員。 

〇委員（小松ひとみ君） 設計委託料と旅費と一緒になって、旅費は１万円でございます。この設

計委託先というのは、大体決まっているのでしょうか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） 決まっておりません。これから入札等々で。よろしくお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ３番、小松委員。 

〇委員（小松ひとみ君） 思い出しますと、ことしの朝日新聞、正月、１月１日から５日まででし

たか、本当の幸福、幸せは何かということで、被災した安家地区のことを取り上げていました。

ですから、本当に期待される、全国的にもこれからのみんなのこういう過疎地の希望となるよう

な施設になるはずですので、設計先等も十分考え、住民の意見も取り入れて、革新的なというか、

本当に幸福度を高めるようなすばらしい建物をつくっていただきたいと思います。要望としてお

伝えします。 
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〇委員長（林﨑竟次郎君） 要望です。 

  ７番、坂本委員。 

〇委員（坂本 昇君） 本当にこの地区の複合施設に期待する議員を初め地元の声は大きいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

  これにさらにつけ加えるようで大変恐縮なのですが、安家地区はどうしても大雪、それに伴う

停電というのが伴う施設であります。ですので、先ほど 1,500 平方メートルの残地があるかなと

いう説明もありましたが、除雪の格納庫的なものを一つ整備しておいて、地元の人たちに安心が

与えられるようなことはどうなのかなと思ってお伺いをしますが、いかがでしょうか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木地域整備課長。 

〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） 現状で、安家地区には除雪機械の格納庫が旧中学校

のところに整備されております。こちらのほうに大型除雪機等は格納したりしております。もし

かすれば、この小型除雪機というか、ハンド式とか、さまざまございますので、そういった除雪

に対してもいろいろ考慮しながら考えてまいりたいというふうに思います。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ほかにありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。 

  ここで岩泉ホールディングス株式会社の経営状況報告について質疑を行います。質疑はありま

せんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、質疑ありません

か。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。３目老人福祉費、質疑ありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ４目国民年金費、質疑ありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。３款民生費、２項児童福祉費、ここで新規事業の説明を求
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めます。 

  田鎖保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（田鎖英明君） それでは、新規事業の概要説明をいたしますので、２ページをお

開き願います。 

  ３款２項１目 13 節の委託料になります。事業名は、子ども・子育て支援事業計画策定ニーズ調

査事業になります。事業の目的といたしましては、平成 32 年度を始期とする次期岩泉町子ども・

子育て支援事業計画の策定に当たり、就学前児童の保護者及び小学生の保護者へのニーズ調査を

実施し、次期計画策定に資するものでございます。 

  事業の内容といたしましては、就学前児童の保護者約 400 件、小学生の保護者約 400 件のニー

ズ調査を実施する予定でございます。 

  業務内容といたしまして、現状分析、課題整理、ニーズ調査の実施分析といたしまして調査票

の企画設計、調査票の発送、回収、データの集計、分析、調査報告書の作成につきましては、調

査報告書、紙ベース、また各種データを収録したＣＤ―Ｒを成果品として納品していただくとい

う予定でございます。 

  事業費といたしましては 253 万 9,000 円、これの裏づけ予算として交付税措置が 30 年度にされ

ている旨の通知を受けております。 

  なお、この時期になりましたことにつきましては、他の沿岸の市町村も聞き取りいたしました

ところですが、７月 26 日の担当者会議と県からの通知等の時期がずれ込んでしまいまして、今現

在からその事業、ニーズ調査を発しなければならないということ、また短期間で３月の末までに

この調査を完成させ、県の計画のほうへ反映させるという内容であるということで短期間となる

こと、あとは調査の精度の向上を図っていきたいというふうなことで、今回の９月補正に予算計

上させていただきたいと思っております。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 説明が終わりました。 

  １目児童福祉総務費に入ります。質疑はありませんか。 

  ７番、坂本委員。 

〇委員（坂本 昇君） １目の今の新規事業の説明でありますので、これについてお伺いします。 

  ここのニーズ調査をした場合に、これの分析まではしているようですが、これをどのように反
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映するかというところまでのアイデアというか、その企画力の分をこの相手方からいただくとい

うわけにはいかないものでしょうか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 田鎖課長。 

〇保健福祉課長（田鎖英明君） もちろんニーズ調査の成果につきましては、専門的分野で意見を

いただくことを目的としておりますし、この調査票の内容につきましても重点的には小さい子供

のほうを重点としておりますけれども、その件については政策推進課、教育委員会等を初めとし

た関係課と調査票の内容、設問内容等を検討しまして、その上で調査票を作成して調査を開始す

るということとする予定でございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ７番、坂本委員。 

〇委員（坂本 昇君） ぜひアンケートをとっただけではなくて、それが反映されるようにご期待

を申し上げます。 

  そこで、アンケート先ですが、就学前の方 400 件、現在の小学生が 400 件、実は中学生なり高

校生なりを持っている、そのときにこういう制度があったらばとか、こうであったらば子育てを

しやすかったという経験をお持ちの方にもアンケートをいただいたほうがいいのではないかとい

う考えがあるのですが、そこまでは及ぼさないのかどうかお伺いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 田鎖課長。 

〇保健福祉課長（田鎖英明君） 今後の計画につきましては、国からの通知を受けまして、国の内

容をまず具備しなければならない計画となっております。そういったところで、就学前の児童と

か小学生にちょっと限定をさせていただきましたけれども、調査票の内容のほうで、例えば中学

生をお持ちの方とか、高校生をお持ちの方についての質問もできるかと思います。その辺の中身

については、今後検討させていただきたいと思います。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 13 番、野舘委員。 

〇委員（野舘泰喜君） 今の答弁で気になるのですが、それをやるとぶれが生じませんか。そもそ

も目的は、子ども・子育て支援事業計画のニーズを調べるための調査費なはずです。したがいま

して、例えば私の年代になって、私の時代こうだったから、こういう要望があるというふうに広

げてしまうと、当然この予算額は変わってくるものと思います。あくまでも就学前児童が 400 件、

800 件に対しての予算であるはずなのです。ですから、きちっとした答弁をいただきたいと思い

ます。 
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〇委員長（林﨑竟次郎君） 田鎖課長。 

〇保健福祉課長（田鎖英明君） お答えいたします。 

  調査対象につきましては、やはり就学前児童の保護者の方、そして小学生の保護者ということ

で、前回の調査からすれば 150 件の調査で計画を策定したところでございます。今回については、

そういったことでボリュームを上げて、より精度の高いものにしたいというふうな考えでござい

ます。 

  また、今の中学生以降、あと大人の方といいますか、その分については、これは一般的なこと

のほうになりますので、当課としてはその点については、大変申しわけございませんけれども、

今回の調査の中身には入らないということでございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ７番、坂本委員。 

〇委員（坂本 昇君） 私が質問したのは、現在の中学生か高校生程度でした。13 番委員が言うよ

うに、私らの年代というふうに、多分その当時の教育環境も、そういうのも違っているところま

でさかのぼっては、13 番委員が言うように相当ぶれが来ると思いますが、今の小学生なり就学前

は、目の前のことで多分いっぱいかなと。それが中学生のことになってみたり、高校生の親にな

ってみると、少し余裕が出て、あのときこうであればというのがあったために、13 番委員が言う

ように内容がぶれなくて、子育て支援に役立つような形での調査になっていただければという願

いでございますので、これは一つ、決めるのはこの趣旨に合った皆さんのほうでしょうけれども、

私の質問の趣旨はそういうことだったというところはご理解をお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 12 番、三田地委員。 

〇委員（三田地泰正君） 子育て支援事業計画の策定なわけだが、400 件、400 件、うたっているわ

けだ、アンケートの調査対象が。これは、私はダブっている方もあるかと思うのです。もう少し

精査をして、恐らく以内でおさまると思うのです。もう既に小学校の生徒がいながら、就学前の

子供がいる家庭もあると思うのです。そこへダブって出す必要はないと思うのですが、もう少し

精査してやるべきだと思うのです。 

  それから、私は子育て支援事業という名のもとでは、今の話があったように、何も中学校なり

高校なりのこと、子供を持てばどこの親も頑張るのですよ、子供のために。そういう意味で、む

しろ少子化対策の一環でもあると思うのですが、未婚者の方々に、岩泉町は子供を持てばこれこ

れの支援事業がありますよというのを前面に出して、何とか成婚させるような、子供を持った人
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たちはみんな頑張るのですよ、子供のためには。恐らくそうだと思うのです。それから、町もそ

れなりにさまざまな支援をしているわけだ。やっぱり未婚の方々に夢を持たせて、そして家庭を

持たせるような、子育て支援のそういう発想で私は進むべきだと思うのですが、いかがですか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 田鎖保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（田鎖英明君） お答えいたします。 

  先ほど私のほうから、就学前、この調査につきましては国からの調査の中身を受けまして、そ

れを網羅しなければならないというふうなところがまず起点でございまして、それにプラスアル

ファで小学生のほうも今回は充実させて調査をするということでございます。今お話のありまし

た未婚者というふうなことになりますと、成人の方への調査というふうな内容であるかと思いま

すので、保健福祉課としては児童福祉という立場からはちょっとその点については調査をすると

いうことはできないといいますか、しないということで考えております。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 12 番、三田地委員。 

〇委員（三田地泰正君） 担当課長が答弁できないのであれば、せっかく町長以下副町長もおるの

で、ひとつご見解を代表してお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 山﨑副町長。 

〇副町長（山﨑重信君） この子ども・子育て支援事業計画の策定に関しましては、今回補正予算

でご提案したのはニーズ調査の部分でございまして、ニーズ調査については今担当課長が答弁し

たとおりの内容で進めるわけでございますが、計画の策定に当たっては、子育て支援という部分

は、当然小学生、未就学児に対する施策をどうするかという部分がメーンにはなりますが、考え

方としては、いかに町に住んでいただいて安心して子育てをしていただくか、そういった定住化

の部分ですとか、そういったトータルの視点というのが必要になってくるものというふうに考え

てございますので、今委員のご指摘の部分も含めて総合的な視点で最終的な計画をつくり上げて

まいりたいというふうに考えてございます。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 質疑ありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。４款衛生費、１項保健衛生費、６目環境衛生費、質疑あり

ませんか。 
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          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。７目健康増進費、質疑ありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 田鎖課長。 

〇保健福祉課長（田鎖英明君） 席がえをお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 済みません。席がえをお願いします。 

  ここで農林水産課長から発言の申し出がありますので、これを許します。 

  佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） 農林水産課より、岩泉きのこ産業の役員体制について変更がご

ざいましたので、ご報告させていただきます。 

  岩泉きのこ産業役員体制について、代表取締役、佐藤吉晴氏が平成 30 年８月 10 日をもって退

任され、これに伴い取締役社長に末村祐子取締役が、代表取締役副社長に中村和弘副社長が就任

する旨報告があったことをご報告申し上げます。 

  退任の理由につきましては、平成 29 年になります前期及び今期７月の業績不振への最高責任者

としてのご責任を感じられ、辞意を示されたと伺ってございます。 

  以上でご報告を終わります。 

  引き続きもう一件ご報告がございます。資料配付をしたいと存じますので、委員長、許可をよ

ろしくお願いいたします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 配付してください。 

          〔資料配付〕 

〇農林水産課長（佐々木修二君） お配りいたしました資料は、家畜診療所の開設についてでござ

います。 

  本件につきましては、本年６月定例議会において診療所開設のための町有施設改修予算をお認

めいただき、早速工事に着手し、予定どおり完了する見込みがあることから、岩手県農業共済組

合が本年 10 月１日から下閉伊北部出張所として開所することとなりました。診療体制等、岩手県

農業共済組合より情報を入手しましたので、ご説明をさせていただきます。 

  設置されます岩手沿岸基幹家畜診療所宮古家畜診療所下閉伊北部出張所のその体制は、常勤獣

医師２名、事務員１名となっております。診療の受付時間でございますけれども、資料のとおり
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夜間の対応、完全閉所となる期日等を掲載しておりますので、ごらんになっていただきたいと思

います。 

  設置場所についてでございますが、設置場所は小本地区となります。その関係で、小川、大川、

安家方面の診療には遠い位置関係になりますが、常勤獣医師１名、２名のうち１名は葛巻家畜診

療所からの通勤と、毎日通勤というふうに伺ってございますので、診療往診の関係も、地域分担

しながら可能になるかなというふうに思われます。 

  畜産農家への開所の周知についてでございますが、岩手県農業共済組合さんのほうで、今月農

家の皆様へご案内を送付するということになっております。 

  施設につきましては、町行政財産使用許可により有償で貸し付けすることで事務を現在取り進

めております。 

  なお、小本の診療所の開設に伴い、岩手県農業共済組合が天間のほうに設置しております家畜

診療施設でございますけれども、使用がされなくなりますことから、その他利用の用途がないこ

ととなれば、解体する方向で考えてまいりたいというふうに思ってございます。 

  長年の課題となっておりました獣医師の確保につきましては、実現に至ったことを大変安心し

ております。また、議員の皆様初め関係各位のご尽力のたまものと感謝申し上げます。 

  以上で説明を終わります。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。５款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費、質疑は

ありませんか。 

          〔「今の診療所の関係で質問認めてもらいたいなと思う」と言う人 

            あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） わかりました。診療所の関係です。 

〇委員（三田地泰正君） この資料の関係について。おかげさまでというか、常勤の獣医師、長年

の懸案が解決したということで、ありがたいわけですが、そこで従来岩泉の獣医さんが４名か、

共済の嘱託獣医ということで今までやられてきたのですが、その方々のこれからのあり方という

か、誰かやめるというような話もあるのだが、そこら辺の４人の今の嘱託獣医のこれからの見通

しについて、知っていればお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） お答えいたします。 
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  現在のところ、当課に入っている情報を申し上げますと、４名のうち１名、渋田動物病院の獣

医師さんが今回９月いっぱいをもって開業をやめるということで伺ってございますが、そのほか

の３名についてはこれまでどおりの診療というふうに伺ってございます。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ここで新規事業の説明を求めます。 

  佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） 新規事業概要書の３ページをお開き願います。産地パワーアッ

プ事業についてご説明いたします。 

  この事業の目的は、事業実施主体においてニンジン収穫機械を導入し、労働力の軽減と収穫作

業の効率化を図るため、共同利用していく機械導入に対して支援するものです。 

  事業実施主体については、本年設立された４名の農家で組織されております野菜天国おもとと

なります。 

  町補助金は、税抜き事業費の２分の１を補助するものでございます。なお、財源につきまして

は国庫補助金で全額が充当されるものでございます。 

  事業実施主体のニンジン栽培計画につきましては、現在１名の方が２反歩ほどの栽培をしてお

りますが、本事業を導入いたしまして３年後に４名で３ヘクタールの規模拡大の栽培となるよう

計画しているところでございます。 

  以上で説明を終わります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 説明が終わりました。 

  ３目農業振興費に入ります。質疑はありませんか。 

  １番、畠山委員。 

〇委員（畠山昌典君） この補助事業ですけれども、この機械の２分１相当額の補助の根拠と、あ

とこの補助を受けられる団体といいますか、個人でもいいのか、あるいは何名以上の団体とか、

そういった基準があれば教えてください。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） 工藤主任から答弁させます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 工藤主任。 

〇農業振興室主任（工藤久典君） お答えします。 
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  まず、事業の内容に関してですが、こちらのほうは地域の農業を将来にわたって牽引していく

方というのが対象となっておりまして、個人でも法人の方でも特に制限はございません。ただ、

個人の場合ですと、その経営を確認するために青色申告などの申請をしている方で、またその事

業の継続性が担保されているということで、後継者の確保がされているということが要件となっ

ております。 

  以上となります。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） １番、畠山委員。 

〇委員（畠山昌典君） それと、今答弁に欠けていたのが２分の１の根拠というのを、これはもう

決められているのか、あるいは今回は２分の１で、その事業に対してそれが３分の１になるとか、

あるいは全額になるとか、そういったところを答弁願います。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） 工藤主任から。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 工藤主任。 

〇農業振興室主任（工藤久典君） お答えいたします。 

  今回の事業に関しましては、それぞれリース導入費やパイプハウスの導入費などもありまして、

そちらも基本的に２分の１補助となっております。 

  以上です。 

          〔「２分の１じゃなきゃだめ」と言う人あり〕 

〇農業振興室主任（工藤久典君） はい、そうです。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） １番、畠山委員。 

〇委員（畠山昌典君） ありがとうございます。そうすると、今の答弁で個人でもオーケーという

ことで、こういった補助事業をやりたいというか、農家の方出てくるかと思いますけれども、例

えば今青色申告の申告書を提出するとかありましたが、例えば計画とか、そういったものも必要

なのか。必要書類とか、あと金額に対して上限があるのかとか、そういったことはどうでしょう

か。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 工藤主任。 

〇農業振興室主任（工藤久典君） お答えいたします。 

  申請に対して計画のほうなのですが、３年後に就農の計画ということで出していただきまして、

目標としましては新規の栽培のコストの 10％以上の削減か、もしくは販売額の 10％以上の増額と
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いうのを提出していただき、そこで再生協議会、町と、また国のほうで審査をして承認がおりる

ような形となっております。 

  上限となりますが、１協議会当たり 20 億円というふうになっておりまして、１協議会となりま

して、うちのほうですと宮古地方再生協議会が該当となっております。 

  以上となります。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ９番、菊地委員。 

〇委員（菊地弘已君） 今回産地パワーアップ事業という新規事業みたいですが、これ新規ですよ

ね、この事業。そこで、２分の１の補助、そして今度はニンジンを推進するというようなことの

ようですが、まずこの野菜天国おもとというところ、やる人が４人ということですが、場所はど

こですか。場所はどこら辺でやるのですか。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） 工藤主任。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 工藤主任。 

〇農業振興室主任（工藤久典君） お答えいたします。 

  現在 20 アール作付している場所が大牛内のほうになっておりまして、ほかの４名の方はそれぞ

れ大牛内と中里のほうで圃場を拡大していく予定となっております。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ９番、菊地委員。 

〇委員（菊地弘已君） ありがとうございます。それで、このニンジンを品目として選んだのは、

どういう状況から選んだのか。そして、これについては役場で推進をしている品目なのかどうか、

そこら辺はわかったらば教えてください。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 工藤主任。 

〇農業振興室主任（工藤久典君） ニンジンを今回採択された理由は、１番が申請者の方々がニン

ジンのほうを栽培したいということで、申請のほうが上がってきまして、またその採択の要件な

のですが、宮古地方再生協議会のほうでニンジンなどが産地として推している品目となっており

ますので、そちらのほうでことし計画させていただきました。 

  以上となります。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ９番、菊地委員。 

〇委員（菊地弘已君） 今度は、個人というか、農家の人が選んだ品目だというようなことですが、
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今までも役場なり、農協なり、宮古の農業協議会というようなところで重点品目というのを決め

て一生懸命推進したのです。ハウスの導入なんかも補助を入れたりして、こうやっているわけで

すが、ニンジンに関しては私も素人なものですから、何も余りわかりませんが、ある程度のこと

を調べていて、これはやってもらっているのかどうか、そこら辺はいかがですか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） お答えします。 

  ニンジンの品目につきましては、宮古地方の再生協でも品目として挙がっている品種でござい

ますし、加えましてその他県の栽培の指導関係でも沿岸地区の品目にも入ってございます。普及

センター等との情報交換をしながら、生産者においては今後規模拡大しながらしていくと所得も

向上できるということで、今回の事業導入、なおかつ共同利用による経費節減等を図りながら産

地化を図っていきたいというふうに伺ってございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ９番。 

〇委員（菊地弘已君） これは新しい品目のようだから、すごく期待しています。それに対して、

この金額ですか、316 万円の事業費、これは４人でやる事業、これはことしは 316 万円で、来年

は何ぼ、その次も何ぼと、これは何回でも補助を受けられる事業なのですか。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） 工藤主任から。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 工藤主任。 

〇農業振興室主任（工藤久典君） お答えします。 

  こちらの事業費になるのですが、一応見積もりのほうでリース事業者の方から本体価格のほう

を提示させていただきまして、承認次第、恐らく 10 月ごろ機械のほうが導入されると思うので、

そのとき、導入されたときに本体価格のみひとまず精算してもらって、あとはリース料を支払っ

ていただくような形になります。 

  今年度で完結いたします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ９番。 

〇委員（菊地弘已君） この事業は、１回きりの補助事業というような感じですね。例えば今話聞

きましたが、ことしは２反歩でこのぐらいの金額というようなことですが、行く行くはこれ３ヘ

クタールにして、４人でやるというようなことですから、もっともっと機械代とか、いろいろか

かってくると思うのです。そのときに、そういう助成はないのかどうか。もしこれが、３ヘクタ
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ールがいいとなったらば 10 ヘクタールにするとかなってきたときに、もう今回きりの支援で終わ

りというようなことはちょっと寂しいような気がしますから、もう一度その内容をお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） お答えします。 

  この野菜天国おもとでの事業実施は、今回で一応計画上は一旦終了させていただくことになる

かと思います。さらに規模拡大により、次のステップ、例えば収穫後の何かが必要だとかという

ことが生じるのであれば、この 10％のコスト削減、あるいは売上高、販売高 10％増というものが

達成できているのであれば、なおかつこの事業が存続しているのであれば、引き続き計画を計上

して、国のほうに要望ができるかなと思います。今回は野菜天国おもとではございますけれども、

その他の農家の皆さんでこの事業を活用して、10％コスト削減なりという目標をやって、規模、

産地化を図りたいというのであれば、受け付けをしながら事業のほうは予算計上していきたいと

いうふうに考えてございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 13 番、野舘委員。 

〇委員（野舘泰喜君） 町としては新規事業になりますが、産地パワーアップ事業という国の事業

としてはいつから始まっていますか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） この産地パワーアップ事業につきましては、国のＴＰＰ対策の

一環で創設された事業でございますので、平成 28 年の国の補正からできたのではないかなと思い

ます。 

  以上でございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 13 番。 

〇委員（野舘泰喜君） 今の説明を聞いている中で、課長、岩泉きのこ産業で今 20 年を経過した中

で、エアコンとか修理費が増大している状況にあります。非常にいい事業だなと思って私聞いて

いまして、これを充てることはできませんか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） キノコについては、この事業の対象品目と国のほうの要綱では

なっているようではございますけれども、きのこ産業自体が対象となり得るかどうかについては、

ちょっと資料がございませんので、改めましてご報告をさせていただくことでよろしいでしょう
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か。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 13 番。 

〇委員（野舘泰喜君） 先ほど国の事業が、これは前からも議論があるところなのですが、１次産

業を主体とする本町にとって、28 年度からこの事業がありながら、事業実施がここまでずれ込ん

でいるということ自体問題があると思いませんか。担当課として、この事業が出たときにいち早

く28年度時点で農業者全般に広めるという努力をすべきだったと思いますが、いかがでしょうか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） ご答弁いたします。 

  委員ご指摘のとおりかと思われますけれども、28 年の国の補正でこれは創設された事業でござ

いますが、まさにその時期におきましては台風10号災害により農地が全て土砂をかぶったりとか、

流出したりという状況がございました。事業の案内自体は、各関係機関のほうでも事業案内はし

てございますけれども、そういった状況もありましたので、今回農地復旧が一段落ついた状況で

すので、申し込みが出てきたという形かなと思われます。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 13 番。 

〇委員（野舘泰喜君） 非常によくわかりました。 

  最後に、要望として言っておきたいのですが、先ほどのキノコが品目としては該当になると。

ただ、事業主体として第三セクターがどうなのかという部分があるかと思いますが、何とか曲げ

て曲げて努力していただくように要望して、終わります。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ５番、三田地委員。 

〇委員（三田地久志君） 議論を聞いていて、答弁聞いていて、非常にいい事業で、１次産業の皆

さんもやりがいを感じる事業だろうなと思っているところなのですが、結局２反歩で現状どの程

度の収量で、販売額までわかれば開示してほしいのですが、将来的に４ヘクタールまで広げてい

ったときに、出口戦略というのは当然生産者がやると、自己責任、自己完結型なのですよという

ところも、やはりきちんと生産者にも説明をしなければならないと思うのですが、その解釈でよ

ろしいかどうか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） ご質問の趣旨でございますけれども、出荷の関係なのかなと思
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いますが、今回の野菜天国おもとの皆さんは、現在の方もそうですけれども、１名の方、農協の

ほうの出荷をとられてございます。規模拡大しながらという今後の出荷についても、同様の出荷

形態になるかなと思われます。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ５番。 

〇委員（三田地久志君） 系統出荷ということで了解はしました。 

  これはトラクターにつけるアタッチメントということ、単体が土を掘りながらやるのではなく

て、トラクターにつけるのですよね。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） トラクターのアタッチメントではなく、自走式のものになりま

す。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 12 番。 

〇委員（三田地泰正君） ご案内のように、いろいろ意見が出たのですが、私も一昨年の台風で岩

泉町は大変な目に遭っている、そして農地もようやく復元して、こういう姿で、それこそ若い世

代が新しい分野に挑戦するというのは大歓迎なわけでございまして、それで問題はニンジンだけ

ではないと思うのです。いわゆる終年の夏秋野菜なりの作付体系を話ししてもらえば一番わかる

わけだ。まさかニンジンで 300 万円もこの機械代を上げるとは、単年度では到底無理な話だと思

うので、できればこの方々が終年どのような作付体系でいくのか、知っている範囲で話をしても

らって、そして肝心なことはいろいろ皆さんから心配なり、激励の話が出たのですが、やはりこ

ういう組織はこれからの基幹産業を背負って立つ世代なわけだから、役場も最後まで応援して、

ぜひ目的達成するように、私は責務があると思うのです。その方向性についてと作付体系につい

てご答弁を願います。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） お答えさせていただきます。 

  野菜天国おもとの４名の皆さんの栽培は、現在ニンジンのほかにブロッコリーの栽培、あとは

大根の作付、キュウリの栽培、露地キュウリの栽培を行っております。それぞれめいめいの品目

で栽培している状況ですけれども、このニンジンを一つのチームでの取り組みとして規模拡大し

ていくというふうに伺っておりますし、栽培についても集中的なものではなくて、通年で栽培体



- 37 - 

系が組める体系で今普及所のほうの指導も入ってございますので、そういった形で進むかなとい

うふうに思ってございます。 

  あと、町の今後のかかわりについてでございますが、もちろん事業導入をうちのほうも審査し

ながら国のほうに要望した経緯もございますし、これからの地域農業のモデル的なケースにも当

然なっていくかと思われますので、こちらのほうの監督指導、注目しながらしていきたいなとい

うふうに思ってございます。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ７番、坂本委員。 

〇委員（坂本 昇君） 私も１点、この事業、先ほど課長の答弁で２アールが３ヘクタールになっ

てもということで、国の制度があればというふうに答弁いただきました。いずれどなたかもお話

ししているように、この事業は第１次産業の振興であり、後継者という言葉も出ていましたので、

もし国の制度、県の制度が時限立法でなくなったとしても、生産者が特別に生産拡大をしたり、

目的どおり達している場合は、制度がなかったら町の制度もつくりながら、継続をして農業振興

を図るべきだと思いますが、現時点では何年か先のことなので、答えづらいと思いますが、ただ

その意気込みをお持ちいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） 大変貴重なご意見ありがとうございます。この事業につきまし

ては、ＴＰＰ対策ですので、国が予算を補正で計上しましたけれども、地域の要望が強ければ随

時補正している状況です。ですが、それがいつまでという今の情報はございませんので、それに

関してはどうなるか私もわかりませんが、このほかに国のほうでは中山間地域を対象とした農業

振興のメニューが幾つかございます。こちらのほうについては、ＴＰＰ対策というよりも、地域

の定住化とか、あるいは地域農業振興ということで、中山間地域、町は全域中山間地域に指定さ

れておりますので、こちらの事業を活用するということも考えられます。 

  いずれにしましても、町としては自主財源が乏しい状況ですので、国の制度を当然活用しなが

ら、町独自にメニューをつくりながら、当然かさ上げ等の検討もしながら、事業の仕組みをつく

ってまいりたいなというふうには考えてございます。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 質疑ございませんか。 
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          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ここで一般社団法人岩泉農業振興公社の経営状況報告について質疑を

行います。質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。３項水産業費、１目水産総務費、ありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ２目、ここで新規事業の説明を求めます。 

  佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） それでは、新規事業概要書の資料の４ページをお開き願いたい

と思います。 

  地域再生営漁活動支援事業についてご説明いたします。この事業の目的は、小本地域の特産物

であるサケの加工品を製造するための資材を整備し、東日本大震災により被災した地域漁業の再

生を支援するものでございます。 

  事業実施主体につきましては、小本浜漁業協同組合様で、内容につきましてはサケの３枚おろ

し冷凍保存用資材の購入費につきまして、税抜き価格の３分の１を補助するものでございます。 

  財源につきましては、その他の特財となってございますけれども、震災復興基金を全額活用す

ることとしてございます。 

  なお、同じくこの事業費の３分の１を県においても別途事業実施主体のほうへ補助する予定に

なっていることを申し添えます。 

  以上で説明を終わります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 説明が終わりました。 

  ２目水産振興費に入ります。質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） なしと認めます。 

  昼食及び諸会議のため午後１時 30 分まで休憩します。 

          休憩（午後 零時００分） 

                                           

          再開（午後 １時３０分） 
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〇委員長（林﨑竟次郎君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  ただいまの出席委員は 13 人です。定足数に達していますので、会議は成立しました。 

  これから休憩前に引き続き、議案第２号の審査を行います。14 ページをお開きください。 

                                           

    ◎答弁の保留 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木農林水産課長。 

〇農林水産課長（佐々木修二君） 午前中の審議におきまして、13 番委員から産地パワーアップ事

業に係る答弁保留がありましたので、答弁をさせていただきます。 

  先ほど産地パワーアップ事業におきまして、キノコが品目として該当になるというふうにお伝

えしました。本件につきまして詳細をちょっと確認しましたところ、シイタケ、キノコについて

は品目として該当することとなっておりますけれども、あわせまして野菜等の振興作物を栽培す

る必要があるというような条件が付されているようでございますので、修正して報告させていた

だきます。 

  ２点目の事業実施主体はきのこ産業が可能かどうかという件につきましては、中小企業であれ

ば民間の企業も対象になるということでございましたので、以上報告させていただきます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ありがとうございます。 

                                           

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。６款商工費、１項商工費、１目商工総務費、質疑ありませ

んか。 

  12 番、三田地委員。 

〇委員（三田地泰正君） ここでお伺いしますが、平成 30 年度の南部牛追唄全国大会の開催要綱を

見させてもらいましたが、この中で大会構成役員は、きのこ産業は社長が交代したように聞いた

のですが、この記載で間違いないかというか、これでいいのかどうかお伺いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 中川課長。 

〇経済観光交流課長（中川英之君） お答えします。 

  そちらにつきましては、変更前の時期に制作された要綱でございます。当日には、変更した部

分で皆様にお渡ししたいと思っております。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。質疑ありませんか。 
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          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ４目観光施設費、ありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。７款土木費、１項土木管理費。 

  ここで新規事業の説明を求めます。 

  佐々木地域整備課長。 

〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） ここで、新規事業の概要を説明させていただきます。 

  ５ページになります。国道 340 号宮古岩泉間整備促進住民総決起大会事業ということで、事業

実施主体は大川地区道路整備促進期成同盟会となります。内容につきましては、押角トンネルが

予定どおり平成 32 年度供用開始ということで、今事業のほうは順調に進んでおるということで伺

っております。ただ、押角トンネルの前後、この改良が進んでおらず、まだ事業化になっており

ません。この事業化に向けまして、国道 340 号のほうでは今までも要望等を続けてきております

が、さらにこれを強化し、住民総決起大会という形でもっとアピールをしていきたいということ

で、今回この事業を行うこととしております。 

  事業は、平成 30 年 11 月３日土曜日、この日は文化の日で祝日となりますけれども、この日午

前 11 時から町民会館において行う予定としております。参加動員は 800 人程度ということで、こ

れは町民会館の収容人員の関係でこういう人数にしておりますが、今後立ち見等も含め、いろい

ろ人数の募集というか、参加のほうは検討してまいりたいというふうに考えております。 

  事業費につきましては 240 万円、事業の内訳ですが、これは各地区から参加いただく方のバス

の借上料と、あわせまして昼にかかりますので、参加者のお弁当代ということで考えております。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 説明が終わりました。 

  １目土木総務費に入ります。質疑はありませんか。 

  ２番、畠山委員。 

〇委員（畠山和英君） ただいま説明がありました国道 340 号の宮古岩泉線の総決起大会について

であります。これまでも要望活動をしながら、そして昨年度に引き続いて今年度も、その前もあ

ったわけでありますが、今年度も住民大会を開催すると、そしてアピールして整備に向けるとい

うことの今の説明でありました。台風の災害復旧等々で、その対応に追われている中にもかかわ
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らず、昨年、そして今年度と、この大会を開催していただくということで、敬意というか、御礼

申し上げます。よろしくどうぞお願いします。 

  それで、よりアピールというか効果を上げるためにということもありますけれども、お客さん

というか来賓、まず県知事もそうでありますけれども、あとは国の東北整備局長とか、あるいは

大臣含めて国会議員、それについてご案内して、ぜひ出席してもらうようにやっていただければ

なと思いますし、それから今話がありました、説明がありました 800 人、町民会館の定数等々い

ろいろあるようでありますけれども、去年は 1,050 人でしたか、そういうこともありますので、

これらについても工夫しながらやっていただいて、よりアピールしていただければと、そういう

ふうに思っております。どうぞよろしくお願いします。もし答弁ありましたらお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木課長。 

〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） 今委員のほうからご案内のありましたとおり、これ

までも要望等は続けてきておりますが、さらに強力にアピールするという意味で、今年度も住民

総決起大会を開催いたします。これは、国、県のほうに声が届かないとどうにもなりませんので、

国、県に声が届くように、やはりその辺の方々、呼ぶ部分につきましては、340 号の同盟会の会

長、宮古市長になっておりますので、宮古市ともその辺は協議をしながら、ぜひその人数も含め

まして、強力にアピールできるような住民大会にしたいと考えております。よろしくお願いしま

す。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。２項道路橋梁費、２目道路維持費。ありませんか。 

  ４番、八重樫委員。 

〇委員（八重樫龍介君） ここの道路維持費、19 節、９橋の生活道分でありますけれども、個人負

担が１割、この９橋の中で個人負担が一番高いのは幾らかお伺いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木課長。 

〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） 今回予定しております予算の中身につきましては、

もう既に今年度予算、当初予算の中で３橋は完了しております。今もう既にこちらのほうに申し

込みというか、相談があるのが七、八橋ぐらいあるような状況です。１橋当たりが大体 300 万円

ぐらいということですので、１人当たりの負担金としては 30 万円以内というような形で今のとこ

ろは進んでおりました。 

  以上です。 
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〇委員長（林﨑竟次郎君） ４番、八重樫委員。 

〇委員（八重樫龍介君） １人当たり 30 万円であれば、出費もさほどではないので、可能とは思う

のですが、過日新聞でもありました、橋長が長くなると 1,000 万円以上超えてくると。そうなる

と、個人負担 100 万円を超してくるわけですけれども、ここで個人負担の上限を例えば 100 万円

にして、あと 2,000 万円かかっても 100 万円とすると、そういうような考えはあるかどうかお伺

いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木課長。 

〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） 現状では、住民の皆様にもお示ししておりますが、

1,000 万円上限、そうすると個人負担は 100 万円という形になります。我々のほうで調査してい

る 73 橋の中で、ほとんどが 100 万円から 300 万円というあたりではかかる橋になっているかとは

思っておりました。ただ、金額の大きい橋というのが安家の下流側のほうに４橋ほどございます。

実は、この４橋の中でもお一人、もう既にご相談に来ていただいている方がおりまして、そちら

のほうもできるだけ安価にという形で、個人負担を加えながらもやる方向で今取り組んでおりま

した。それ以外の方については、今のところちょっと橋梁をかけるという相談のところまではま

だ行っていないのですが、いろいろとこの辺は相談に乗りながらやっていくと。我々のほうでは、

今の現状でほとんど８割方の橋の本数は、８割、９割のところは行くのではないかなと。皆さん

できるだけ安価にということで、その辺はきめ細かく我々のほうも相談に乗っているつもりでご

ざいます。この中で、今の災害復旧とあわせまして、これから２年か３年ぐらいの間だと思うの

ですが、できるだけ生活橋のほうも進めながらということで、今の中で考えておりました。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ７番、坂本委員。 

〇委員（坂本 昇君） 確認をします。予算が 3,000 万円で、１人当たりの負担金が 30 万円平均と

いうことになれば、１割負担ではなくて１％負担というふうなことに受けとめられますが、聞き

違いかどうかお願いします。3,000 万円の事業費であれば、１割負担ですから、１橋当たり 300 万

円になるのではないかなという単純計算ですが、そうではないですか。お願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木課長。 

〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） 補助金を９割補助という形になります。今平均とい

う話でさせてもらいましたが、個人負担は１割を負担していただくと。９割は町のほうで負担し

ますと。この補助金の分が 3,000 万円ありますよと。なので、掛け算して９橋から 10 橋ぐらいと
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いうような予算の見積もりかと思っておりました。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。 

  ここで新規事業の説明を求めます。 

  佐々木地域整備課長。 

〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） 新規事業の概要説明でございます。 

  ６ページとなります。事業が安家川河川災害復旧等関連緊急事業ということで、事業実施主体

は岩手県となります。 

  事業ですけれども、河川改修に伴う橋梁のかけかえ、これにつきまして町管理の橋梁の拡幅分

を町のほうで負担するというものでございます。今回の事業につきましては、町負担の生じる橋

が安家川で安家橋と大正橋の２橋となります。それぞれ安家橋が 2,660 万円、大正橋が 2,620 万

円、合わせて町負担が 5,280 万円ということで、今回計上させていただいております。 

  財源につきましては、社会資本整備総合交付金が補助率 0.595 で 3,141 万 6,000 円、残り過疎

対策事業債で 2,130 万円となります。 

  今回安家橋の２橋分でございますが、これから小本川につきましても橋梁のかけかえがござい

ます。全部で安家川、小本川で 15 橋のかけかえが生じると。その中で、安家川で２橋、小本川で

３橋の負担金が生じる見込みでございます。これにつきましては、県のほうの設計ができてきま

すと負担額が決まりまして、それが町のほうに示されるという形になっております。今回は、安

家川の２橋となります。 

  以上でございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 説明が終わりました。 

  ３目道路新設改良費に入ります。質疑はありませんか。 

  13 番、野舘委員。 

〇委員（野舘泰喜君） 町の負担が出るということは、町の意見も出すにいいというふうに理解し

てよろしいでしょうか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木課長。 

〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） これにつきましては、基本的に今回かけかえになる

橋というのは全て、15 橋が町管理の橋、町道の橋ということになります。それが県の河川改修に
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伴いまして、例えば安家川で言えば 31 メーターの橋が 53 メーターになると。このかけかえにつ

いては、県の改修ですので、県でやっていただくと。その中で、町の負担という分が一部の拡幅

分ということになります。今まで狭かった安家橋の３メートル、これが今の標準の断面では４メ

ートルという橋になりますので、その１メートル分の拡幅分について町負担という形です。これ

は、町負担、例えば２車線、３車線の橋にしたいとなれば、これはそれなりの数億円という負担

金が出るということにはなると思いますが、実際現実的にはこの橋については、その橋の許可条

件であるとか、構造令とか、さまざまな要件がありますので、こういった形かなと思っておりま

した。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 13 番。 

〇委員（野舘泰喜君） 今これを聞いたのは、これから小本川のほうでもそういうことが出てくる

と。その場合に、基本的に県の設計を主体として進んでいるかと思います。そうすると、小本川

でそういう拡幅による町の負担分が発生したときに、実はその地域から聞いてみると、増幅分は

要りませんよということが出てくる可能性はあるかと思いますが、その場合に町の意見というの

は入り込むすきがあるのかどうかということですが、いかがでしょうか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木課長。 

〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） これは、県のほうでも河川の説明会等もさまざまこ

れまで行ってきております。今も進んでいるような状況でございます。その中で、出ている意見

も踏まえまして設計は進んでいると考えておりますので、これから出てくる分がどうなるかとい

うのはちょっと疑問なところもありますが、今の現状ではそういったのを踏まえた設計になって

いると承知しておりました。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。３項河川費、１目河川総務費。 

  ７番、坂本委員。 

〇委員（坂本 昇君） 河川費そのものの予算は賛成でありますが、たまたま河川工事の関係で土

木の説明がありました。そのときに、この改修工事の図面を見たときに、この河川にかかわって

中里橋から、今瓦れきが置かれている中里広場ですか、小野新の工場の前のところが逆Ｌ型に、

ちょっと角度がきつい道路になっています。あの図面を見せられれば、この際県のほうから許し
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てもらえれば、真っすぐにしてもらえる最高の機会ではないかなと思っていましたので、町のほ

うとしてはそれを要請する考えはないかお伺いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木課長。 

〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） 中里の部分につきましては、今後河川の埋塞土砂の

上げた土砂についても中里の町有地を活用しようという考えも県のほうではあるようです。あわ

せて、これまであそこの国道は、中里橋のところはバス停が危険で設けられなくて、もうちょっ

と直線の小本川寄りのところに設けたりというのもあります。あと、林ノ下のほうでは事故もあ

ったりということで、ここの道路はこの河川の工事、これとあわせまして、できれば我々も中里

橋から林ノ下まで直線で、河川の堤防と同様に使いながら兼用でできないかということで、これ

は町長含めまして県のほうとも協議をしたり、要望という形でもやっておりますので、ぜひここ

は皆様方のご協力もいただきながら、実現に向けて動いていきたいなというふうに考えておりま

した。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。６項住宅費、３目住宅復興整備事業費、質疑ありませんか。 

  ８番、三田地委員。 

〇委員（三田地和彦君） この場での質問がいいかなと思いますので。一昨日住宅について質問い

たしました。そのとき、中居町長、それから末村副町長、それから地域整備課長から答弁をいた

だきました。私の今の質問のままでは、大変厳しいというような格好の答弁はいただきました。

ただし、まず住宅については幅を広げて検討していくというような町長からの答弁もあったもの

ですから、何とか町の方針を決めていくためには、町長を初め各課長さん等がいろいろ検討する

と思いますので、いい方向に皆さんで認識を持っていただきたいというお願いでございます。 

  と申しますのも、国で最初に出したのが地方創生ということで、皆さんもご存じだと思うので

すが、地方をつくるということでございます。そして、少子化、人口減については、国では地方

から立て直そうということで、皆さんも立て直そうという、簡単に受けるかもしれませんが、私

は国のほうの考えに少し疑問があったものですから、この資料にもあったのですが、一昨日は言

いませんでした。そして、まず理由は、都会では子育て環境の難しさ、いろいろあるわけですが、

表題目で申していきますと、その理由はまずアパート暮らしが多い、そして結婚しても子育てス

ペースがないと。こっちのほうだって完全にあるわけではないと思うのですけれども、特に私が
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疑問に思ったのは、共稼ぎで育児に時間と余裕がないと。これは、この岩泉、当地でも共稼ぎの

人たちは多くなっています。それに手伝う子供もいなくなって、高齢者が頑張っているのです。

ですから、ここら辺を皆さんからも再認識して、我々もやはりその分についても子供を何とかふ

やしていただいて、ふやすというのはちょっと問題になる言葉なのかな、そこら辺はご勘弁いた

だきたいのですが、それで町でも全然住宅については対策をやっていないわけではございません。

今までも、ずっと前から町営住宅もあります。そして、災害がふえて災害住宅、それから定住促

進住宅、子育て住宅と、それぞれやっているわけでございます。ただ、私が選挙で町議会議員に

なってから、これは平成 17 年に町議会議員になったわけですが、見て歩くと、沿岸のほうを初め、

ずっと内陸のほうの生活環境、住宅にかなり格差があるなと思いました。それで、何とかこれを

やっていかなければならないというのが私の気持ちでございます。 

  その前に、私はまずおやじが岩泉出身だったものですから、その当時はかなり人口が多かった

わけです、岩泉町に。というのは、明治乳業、これ今はありませんけれども、東北電力がありま

すけれども、今は管理が人間的管理でなく機械管理になったものですから、これが大変になって

きたわけなのです。ということは、かなり人口がふえているときは、周りの農家でも何でもいろ

いろ、我々もそうなのですが、海のものでも何でも岩泉に持ってくれば買っていただいて、収入

が多分にあったわけです。今度はそういうのがなくなったものですから、やはり何としても人口

減少を食いとめるには、今頑張っている皆さんに町のほうで住宅に対して、これは住宅ばかりで

はなく、それぞれその施策はやっているようでございますが、やはり何といっても生活の基盤を

つくっていただきたい。これは、本当に 17 年ごろから私もこれをずっとやっておけばよかったの

ですが、平成 26 年からそれを私は一般質問でやっていますけれども、そこら辺を、今私は８番で

すが、７番、８番で行ったり来たりした人間でございますが、私を好きでなくても、皆さんは町

の職員ですから、やっぱり町民のために頑張っていただきたい。ただ、あなたのことはちょっと

おかしいのではないかと思うかもしれませんけれども、私の考えはとりあえず生活の環境、住宅

を整備していただいて、何とか基盤を整えて、それこそ町民の、今頑張っている皆さんの手助け

をするという考えで言っておりますので、何とか再度その点についてもご答弁をお願いしたいと

思います。よろしくお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木地域整備課長。 

〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） 一昨日の一般質問の中でも議員のほうからありまし
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て、熱意というか、その真剣さというのは伝わってきております。我々もこの住宅対策のみなら

ず、定住対策、子育て、こういったのは重要な政策だと思っておりますというか、重要な政策で

す。 

  町長のほうからもございましたが、やはり幅を広げてというのは、いろんな政策がこれからあ

ると。例えば宅地の分譲で定住、あとは格安の住宅、例えばその譲渡、差し上げられるような住

宅、さまざまな政策があると思います。これを早急に、真剣にここは取り組むというような形で、

早々に人口減少を食いとめるという意味でもいろいろあがいていかなければならないことだと思

っておりますので、早々にこの辺を固めながら実施をして、形としてどんどん町民の皆さんに見

てもらえるような形にしてまいりたいと。皆さん、町民の方々も不安な部分もあると思いますの

で、我々も町民のためと思ってやっておりますので、ここは真剣に取り組んでまいりたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ８番。 

〇委員（三田地和彦君） まず、これは本当に慎重にしていかなければならないというのは、一昨

日の代表監査委員、佐々木監査委員と、監査の調書にもありましたとおり、町営住宅の使用料、

これの未済額がふえているということの指摘が書いておりました。私も監査委員やったときは、

まずこういう事業をやるとリスクが伴うなということは考えていますが、やはり今度は誰でも希

望した人がオーケーになるということは、これは無理かと思います。先ほどの農業の関係でも、

何をやるといっても青色申告の中身を見れば大体その人の経営内容がわかるわけなので、そこら

辺の選択が一番厳しいのかなと思っております。誰でも彼でも 100％希望すれば、100％の方がこ

の住宅に入れるというような認識ではなく、そこら辺はやっぱり厳しく精査して、事業の進め方

を何とかお願いしたいと思いますので、ここにおる皆さんも、それなりに私も本当にこれはいい

ことだなと思って自分もやっておりますので、何とかそこら辺の意を酌んでいただいて、何とか

検討していただいて、前向きに進めていただきたいと。これは要望としてお願いしておきますの

で、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 質疑ありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。４目災害公営住宅整備事業費、質疑ありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 
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〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。席がえはよろしいですか。席がえをお願いします。 

  ９款教育費、１項教育総務費、４目へき地教育支援センター運営費、質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ２項小学校費、２目教育振興費。 

  12 番、三田地委員。 

〇委員（三田地泰正君） 教育振興費で伺います。 

  先般岩泉球場サブグラウンドにおいてスポ少の新人戦兼会長杯をやられたようですが、私も立

場上、行って観戦したり応援したのですが、その際、３塁側のほうですが、選手なり監督、コー

チのベンチがあるわけですが、そのまた延長線上、外野方向に向かって応援団が陣地というか、

応援の席を設けるのです。そこで、ホームベースから選手のベンチの裏、いわゆる国道との境で

すか、そこが私から見れば非常に未整備で、そして小さい子供も応援に行っているのですが、実

は父母会のほうからもこれは危険だということで、何とか担当課のほうに話をつないでくれとい

うことで話をさせていただきますが、国道との間が、いわゆる球場との間が、それこそ砂利なり

土なりで、何となく応援の父母会の方々が通うにも大変な場所だなというふうに感じておりまし

たので。あわせて選手から見れば、国道のほうに車が走るわけだ。それで、やっぱり目ざわりな

部分があるらしいのです。前にも、本球場のときも、ふれあいらんどに行く車が邪魔だというこ

とで、木の目隠しをした経過もあるのですが、今回もそういう方向で現地を確認してもらって、

そして安全なスポーツ施設にするように父母会のほうからも要望がありましたので、ひとつ検討

するように。あるいはまた、現地を見て確認をしていたならば、その現状なり方向性についてご

見解をお伺いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 馬場教育次長。 

〇教育次長（馬場 修君） それでは、ご質問にお答えします。 

  まず、球場、そしてその周辺につきましては台風で被災をしたわけでございますけれども、野

球愛好者の皆様に一日でも早く使っていただきたいということで、復旧工事、もとの姿に戻すと

いうことで整備をしてまいりました。 

  委員からご指摘がありました件につきましては、サブグラウンドは５月から使用しているわけ

ですけれども、利用している団体さん、あとは施設を管理していただいている方々の声を聞き、

さらに協会関係者の方からも要望をいただいておりますので、それも含めて現地を確認の上、対
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応していきたいと。あとは道路の部分もありますので、道路の管理者である県とも連携をとりな

がら対応して、良好な競技ができる環境づくりに努めていきたいと思っております。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 12 番。 

〇委員（三田地泰正君） 次に、12 月の議会であれば余り期間がないということで、今回の議会で

方向性を伺いたいと思いますが、実は成人式の件でございますが、ご案内のように成人年齢が18歳

に引き下げられたわけだ。そこで、今までは 20 歳ということで、皆さんが何も考えなくて成人式

を迎えたわけですが、今度は 18 歳が入ってくるわけ。そこで、来年の成人式はこの 18 歳対応に

ついてどのような方向で開催するお考えなのか、その点についてお伺いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 馬場教育次長。 

〇教育次長（馬場 修君） 成人式の関係でございますけれども、委員ご指摘のように改正民法の

ほうでは成人年齢が 20 歳から 18 歳に引き下げということで決まったわけではございますが、こ

ちらの施行のほうが 2022 年の４月からということで予定をされておりますので、次の成人式につ

きましては当面これまでどおりということで考えております。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ７番、坂本委員。 

〇委員（坂本 昇君） 先ほどの球場の関連でお伺いしますが、本グラウンドのほうの工事が終わ

ってから、次の整備が終わってから芝生の間までにしばらく時間がありました。結果相当の草が

茂って、そしてきれいにはなりましたが、あの草の種子というか、あれが今度植えた芝生に対し

てのいたずらというか、そういうのはないこととして、芝生に影響がないかどうかというのは検

討なされたかどうか、いかがですか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 馬場教育次長。 

〇教育次長（馬場 修君） 旬なご指摘をいただきまして、ありがとうございました。実は、球場

の外野のほうの芝の工事が残っていたのですけれども、きのうまでの日程で芝張りの作業が終わ

りまして、きょう午前中、担当者のほうが現場を確認しております。あとは、これから養生に入

るわけですけれども、その芝の管理に当たっては、雑草は生えていたのですが、一旦きれいにし

て、さらにその上に芝を敷いていますので、今後は雑草等も含めて良好な管理に努めていきたい

と思っております。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 
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〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。10 款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費、２目林業

施設災害復旧費、質疑はありませんか。 

  ２番、畠山委員。 

〇委員（畠山和英君） ここで林道の整備についてお尋ねしますが、まずここで林道小災害の復旧

工事ということで、地方債 800 万円ほども財源内訳として入れておりますけれども、まず最初に

この地方債の中身についてご説明願えればなと思います。 

〇総務課長（應家義政君） 山﨑財政管財室長。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 山﨑財政管財室長。 

〇財政管財室長（山﨑正道君） それでは、地方債の種類でございますけれども、林業施設の災害

復旧事業債、こちらのほうを充当する予定としております。こちらにつきましては、一般単独災

害復旧事業債でございまして、充当率が 65％、そして地方債の交付税の算入率でございますけれ

ども、こちらは財政力補正によりまして 47.5％から 85.5％の間で措置されるものとなっておりま

す。町の今の財政力で考えますと、単年度の償還が 6,000 万円程度の償還でいけば 85.5％のマッ

クスの算入率になるということでございます。今回の補正の分だけ見ますと、そこには遠く及ば

ない数字でございますが、今までの災害復旧での既発債等もございますので、その辺のところを

勘案しながら償還計画のほうをつくっていきたいと考えております。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ２番。 

〇委員（畠山和英君） ありがとうございました。そうしますと、前から言われております林道の

災害査定に出さなかったと申しましょうか、まだ未整備で上げられなかったこと等々があるわけ

ではありますけれども、それに対していろいろ作戦は練っているようでありますが、今までのご

答弁ですと直営でやりますと、それ以外に答えられないのもあろうかとは思いますけれども、や

りますということでありました。 

  そうしますと、今度は、そうはいってもそれだけでは、急いで整備したいという方もいるかと

思いますので、待ってもらえる人はできるだけ待ってもらうというのもあるかとは思いますが、

そうしますと補助にならなかったところについては、起債、地方債を入れての整備も今後考えて

いくと、整備に当たって組み入れて考えていくということでよろしいでしょうか。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 佐々木地域整備課長。 
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〇地域整備課長兼復興課長（佐々木 真君） 今地方債の関係、財政のほうから説明がありました

が、今回 1,000 万円補正させていただきまして、通計で 2,000 万円で、この起債の対象となる小

災害につきましては、ちょっと制度上の話でございますけれども、１カ所当たり 40 万円未満の工

事について対象になるということになっておりまして、今回我々のほうでも林道のほうは河川の

埋塞土砂等を利用しながら直してはおるわけですけれども、１カ所当たり 40 万円といいますと、

これが現場のほうでも事務もかなりのボリューム感になって、なかなかはかどらないというとこ

ろもあるのですが、ただ補助災に加えまして財源はやはりこういったものを利用しなければ、単

独費だけでやっていくというわけにはいきませんので、できるだけこういった起債対象の小災害

も使いながら直していくという方針ではおりました。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ２番。 

〇委員（畠山和英君） ありがとうございます。そうしますと、今のように組み合わせて、町の場

合の交付税算入の基準財政需要額、これに 85％も入るということでありますので、組み合わせて

やっていくと。借金がどんどんふえれば償還で、そこの面はあろうかと思いますが、公債費比率

等々はまだ岩泉はいいわけでありますので、有利な財源を使ってやっていくということだろうと

は思いますが、よろしくお願いします。 

  ただ、１カ所 40 万円だけであれば、補助災害の補完する事業のようなことかなと思いますが、

やりづらい面もあろうかと思いますけれども、組み合わせてやるということでありますので、ひ

とつ林道のほうにも、住宅等々が今佳境に来ておりますけれども、次にこれらのほうにも目を向

けて、整備にも目を向けていただければと、そのように思います。よろしくお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 要望ですね。 

  進んでいいですか。質疑ありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。３項その他公共施設災害復旧費、１目その他公共施設災害

復旧費、質疑ありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 進みます。11 款公債費、１項公債費、１目元金。 

  ２番、畠山委員。 
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〇委員（畠山和英君） ここの通計で５億円弱の償還、台風に係るものなのですが、これは繰り上

げ償還か何か、そうではなくて。随分額が大きいなと思って。 

〇総務課長（應家義政君） 山﨑財政管財室長。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 山﨑財政管財室長。 

〇財政管財室長（山﨑正道君） お答えいたします。 

  こちらにつきましては、委員から今お話がありましたとおり、繰り上げ償還の分が入ってござ

います。その分につきましては、自治振興基金、こちら県の貸付金なのですけれども、こちらの

部分は交付税算入がゼロ％なのですが、町のほうで平成 28 年度、発災当初のころ、資金繰りもど

うなるかわからないという見通しでありましたことから、県のほうで通常であれば利子を取ると

ころを無利子で資金貸付をしますと、ただ３年間で返してくださいといった資金が入ってござい

まして、そちらの分が多いところを占めているのですが、その繰り上げ償還の分につきましては

１億 8,000 万円入ってございます。この分につきましては岩泉乳業、先ほど前段のほうで、総務

課長のほうから説明があったところではありますが、９ページの雑入で５億 2,500 万円の公有建

物共済金が入っておりますけれども、こちらの額が起債を借りる時点ではまだ確定しておりませ

んでしたので、県のほうと相談しまして、県のほうでは岩泉町に貸す枠の分、マックス借りても

らって構わないですよと、そのかわり共済金が確定したらば、過充当になっている分、事業費に

比べて多くなっている分は返してちょうだいということを言われておりまして、それが今回の共

済金が確定したことによりまして１億 8,000 万円超過しているという分も含めての補正になって

ございます。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ２番。 

〇委員（畠山和英君） そうしますと、１億 8,000 万円以外の分の償還の内容。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 山﨑財政管財室長。 

〇財政管財室長（山﨑正道君） 残りの分につきましては、通常の償還スケジュールにのっとった

災害復旧事業債の台風関連の部分での償還というものでございます。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 質疑なしと認めます。これで歳出の審査を終わります。 
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  歳入に入ります。歳入は８ページをお開きください。13 款国庫支出金、１項国庫負担金、質疑

はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ２項国庫補助金、質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ３項国庫委託金、質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 14 款県支出金、１項県負担金、質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） ２項県補助金、質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 17 款繰入金、２項基金繰入金。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 18 款繰越金、１項繰越金。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 19 款諸収入、４項雑入。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 20 款町債、１項町債、質疑ありませんか。 

  ２番、畠山委員。 

〇委員（畠山和英君） 済みません、地方債のところでちょっと私聞きなれないのがありますので。

３目の安家地区の複合施設整備事業に使っている緊急防災・減災事業債、これの内容、これも交

付税算入等ありますか、内容について。 

〇総務課長（應家義政君） 山﨑財政管財室長。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 山﨑財政管財室長。 

〇財政管財室長（山﨑正道君） それでは、お答えいたします。 

  緊急防災・減災事業債でございますけれども、こちらにつきましては大規模災害時の防災、減

災対策のために必要な施設の整備ですとか、あとは大規模災害に迅速に対応するために緊急に整

備する必要がある情報網構築とかといったところで、消防庁のほうで対象となるような事業をま
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た細かくつくっている部分があるのですけれども、それに基づいた事業について地方債を充てら

れます、こちらの事業債を充てられますよという制度になっております。こちらの事業債の交付

税算入率につきましては、過疎債と同じく 70％ということになっております。今回安家地区の複

合施設を整備するに当たりまして、避難所施設となります集会施設の部分について、こちらの地

方債のほうを充当したいというふうな計画になっておるところでございます。 

  以上です。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 質疑なしと認めます。 

  これで歳入を終わります。 

  次に、第２表、債務負担行為補正に入ります。４ページをお開きください。質疑はありません

か。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 質疑なしと認めます。 

  これで第２表、債務負担行為補正を終わります。 

  次に、第３表、地方債補正に入ります。５ページをお開きください。質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 質疑なしと認めます。 

  これで第３表、地方債補正を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第２号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第２号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。 
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    ◎議案第３号 平成３０年度岩泉町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 続いて、議案第３号 平成 30 年度岩泉町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）を議題といたします。 

  席がえをお願いいたします。 

  本案について提案者の説明を求めます。 

  應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） それでは、議案第３号 平成 30 年度岩泉町国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）を説明させていただきます。 

  最初に、事業勘定から説明をいたしたいと思いますが、３ページをお開き願います。歳出では、

８款１項５目の 23 節で国庫負担金等精算返還金、前年度の精算返還金を計上させていただいてお

ります。 

  歳入は、前年度繰越金を充当させていただいております。 

  次に、６ページをお開き願います。診療施設勘定の歳出では、１款１項１目 11 節で修繕料 58 万

8,000 円、これは診療車の暖房機の修理でございます。 

  歳入では、繰越金を充当させていただいております。 

  以上でございます。ご審査のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 提案者の説明が終わりました。 

  お諮りします。審査の順序ですが、事業勘定を歳入歳出一括で、診療施設勘定を歳入歳出一括

で審査したいと思います。これにご異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 異議なしと認めます。 

  したがって、事業勘定を歳入歳出一括で、診療施設勘定を歳入歳出一括で審査することに決定

いたしました。 

  これから事業勘定の歳入歳出の質疑を行います。３ページをお開きください。質疑はありませ

んか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） なければ、事業勘定の歳入歳出の質疑を終わります。 

  次に、診療施設勘定の歳入歳出の質疑を行います。６ページをお開きください。質疑はありま
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せんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 質疑なしと認めます。これで議案第３号の質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第３号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第３号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

                                           

    ◎議案第４号 平成３０年度岩泉町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 続いて、議案第４号 平成 30 年度岩泉町介護保険特別会計補正予算（第

２号）を議題といたします。 

  本案について提案者の説明を求めます。 

  應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） それでは、議案第４号 平成 30 年度岩泉町介護保険特別会計補正予算

（第２号）につきましてご説明をさせていただきます。 

  ４ページ、一番裏でございますけれども、お開き願います。歳出では、３款１項２目 18 節で備

品購入費、地域包括支援センター車両購入で 121 万 3,000 円をお願いしてございますし、５款１

項３目 23 節で、昨年の国庫支出金等の精算返還金といたしまして 566 万 4,000 円を計上させてい

ただいております。 

  歳入の主なものとしましては、７款１項１目の繰越金、前年度繰越金 603 万 1,000 円をお願い

するものでございます。 

  以上でございます。ご審査のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 提案者の説明が終わりました。 

  お諮りします。審査の順序ですが、事業勘定について歳入歳出一括で審査したいと思います。



- 57 - 

これにご異議はありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 異議なしと認めます。 

  したがって、事業勘定について歳入歳出一括で審査することに決定いたしました。 

  これから質疑を行います。３ページから４ページをお開きください。質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第４号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第４号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

  席がえをお願いします。 

                                           

    ◎議案第５号 平成３０年度岩泉町簡易水道特別会計補正予算（第２号） 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 議案第５号 平成 30 年度岩泉町簡易水道特別会計補正予算（第２号）

を議題といたします。 

  本案について提案者の説明を求めます。 

  應家総務課長。 

〇総務課長（應家義政君） それでは、議案第５号 平成 30 年度岩泉町簡易水道特別会計補正予算

（第２号）についてご説明を申し上げます。 

  まず、歳出から説明をさせていただきますが、３ページをお開き願います。歳出では、１款１

項１目 23 節で過誤納還付金 31 万 4,000 円をお願いしてございます。これは、６世帯分の還付金

でございます。 

  次に、１款２項１目の 15 節で簡易水道施設維持小工事 1,727 万 9,000 円をお願いしてございま
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すが、これは災害公営住宅のメーター器の設置工事となってございます。 

  歳入でございますけれども、６款１項１目で前年度繰越金 2,041 万 4,000 円をお願いしてござ

います。 

  以上でございます。ご審査のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 提案者の説明が終わりました。 

  お諮りします。審査の順序ですが、歳入歳出一括で審査したいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 異議なしと認めます。 

  したがって、歳入歳出一括で審査することに決定いたしました。 

  これから質疑を行います。３ページをお開きください。質疑はありませんか。 

  ７番、坂本委員。 

〇委員（坂本 昇君） 23 節の６世帯分という 31 万 4,000 円ということは、１世帯平均５万円に

なりますが、この内容についてお知らせをお願いします。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 三田地上下水道課長。 

〇上下水道課長（三田地 健君） お答えします。 

  災害を受けた皆さんへの分岐負担金を還付するものです。 

〇委員長（林﨑竟次郎君） よろしいですか。ほかに質疑はないですか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） なければ、質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第５号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。 
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  以上をもって本委員会に付託された議案の審査は全部終了しました。 

  委員長報告の作成については、私に一任願います。 

                                           

    ◎閉会の宣告 

〇委員長（林﨑竟次郎君） 以上で条例補正予算等審査特別委員会を閉会します。 

                                  （午後 ２時３５分） 
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 岩泉町議会委員会条例第２７条の規定によりここに署名する。 
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